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こ
の
度
拝
観
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
新

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
鹿
苑
寺
、
慈
照
寺
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
表

紙
デ
ザ
イ
ン
を
合
わ
せ
て
、
並
べ
て
見
ら
れ
る
形
に
し
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
三
山
合
せ
て
ご
参
拝
下
さ
い
。

　

拝
観
売
店
で
も
、
新
し
い
御
守
や
拝
観
記
念
品
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
。
お
参
り
の
際
は
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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相国寺・鹿苑寺・慈照寺
三山パンフレット表紙

般若札

佛手柑飴



北
山
だ
よ
り

東
山
だ
よ
り
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限
定
御
朱
印
の
初
授
与
に
つ
い
て

　

鹿
苑
寺
で
は
、
当
寺
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
の
思
い
も
あ
り
、
限
定
御
朱
印
を
初
め
て
作
成
し
、

十
月
三
日
か
ら
授
与
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
回
、
執
事
長
、
執
事
と
寺
務
所
や
朱
印
所
の
メ
ン
バ
ー
で
限
定

御
朱
印
の
企
画
の
検
討
を
重
ね
、
御
朱
印
紙
は
金
色
に
輝
く
舎
利
殿
（
金
閣
）
に
ち
な
み
金
色
で
、
ご
本
尊

で
あ
る
聖
観
世
音
菩
薩
の
「
聖
観
世
音
」
の
文
字
を
し
た
た
め
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
限
定
御
朱
印
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
か
ら
よ
う
や
く
人
や
経
済
が
動
き
始
め
て
い
る
今
、
参
拝

者
回
復
の
起
爆
剤
に
な
れ
ば
と
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
金
閣
寺
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム（
現

在
、フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は
三
千
人
）
に
て
告
知
さ
せ
て
い
た
だ
く
一
方
で
、

話
題
作
り
の
た
め
に
新
聞
社
か
ら
の
取
材
も
受
け
、
記
事
と
し
て
多
数

取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
お
問
い
合
わ
せ
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

限
定
五
千
枚
で
、
な
く
な
り
次
第
終
了
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
お

か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
事
前
の
予
想
を
上
回
り
、
十
月
九
日
で
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
鹿
苑
寺
に
ち
な
ん
だ
魅
力
あ
る
限
定
御
朱
印
を
不
定
期
に
な

り
ま
す
が
、
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

限定御朱印

土
塀
の
塗
り
替
え
工
事
に
つ
い
て

　

慈
照
寺
で
は
、
中
門
か
ら
唐
門
ま
で
の
土
塀
の
劣
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
昨
年
九
月
に
四
十
年
ぶ
り
に

塗
替
え
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
台
風
の
通
過
に
も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
安
定
し
た
天
候
の
下
お
よ
そ
三
週

間
を
か
け
て
工
事
は
完
了
し
ま
し
た
。

　

依
頼
し
た
左
官
業
者
は
伝
統
的
な
漆
喰
の
作
成
方
法
（
北
海
道
産
銀
杏
草
を
釜
で
茹
で
、ふ
る
い
に
掛
け
、

そ
の
液
体
に
消
石
灰
と
麻
ス
サ
を
混
ぜ
る
工
程
）
に
沿
っ
て
調
合
し
た
「
本
漆
喰
」
を
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

使
う
場
所
や
季
節
・
産
地
に
よ
っ
て
配
合
を
変
え
る
と
い
う
手
間
暇
か
け
た
こ
の
本
漆
喰
は
、
現
在
流
通
し

て
い
る
化
学
合
成
の
そ
れ
と
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら

い
作
業
性
・
耐
久
性
に
優
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
も
抗

ウ
イ
ル
ス
性
を
持
つ
優
れ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
自
然
素
材
で
あ
る
が
ゆ
え
に
経
年
変

化
に
よ
り
強
度
が
増
し
て
い
く
と
い
う
特
徴
は
、
歴

史
あ
る
数
々
の
建
築
物
が
証
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
工
事
完
了
後
の
土
塀
は
見
事
に
清
々
し
く
、
秋

麗
の
柔
ら
か
な
光
が
横
か
ら
差
し
込
み
、
漆
喰
の
白

い
壁
を
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
影
の
均
一
さ
に

息
を
呑
む
「
技
」
の
美
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
職
人

さ
ん
が
ひ
と
塗
ひ
と
塗
て
い
ね
い
に
仕
上
げ
た
こ
の

壁
を
大
切
に
守
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

完成した土塀

工事中の模様
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相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
事
務
局
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Ⅰ
期　

二
〇
二
二
年
八
月
八
日
（
月
）
～
十
月
六
日
（
木
）

Ⅱ
期　

二
〇
二
二
年
十
月
十
六
日
（
日
）
～
十
二
月
十
一
日
（
日
）

「
武
家
政
権
の
軌
跡
─ 

─
権
力
者
と
寺
」
展

展
示
風
景

イ
ベ
ン
ト
風
景

　

昨
年
開
催
い
た
し
ま
し
た
、「
武
家
政
権
の
軌
跡
」
展
に
お
き

ま
し
て
、
承
天
閣
美
術
館
学
芸
員
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク
と

講
座
の
二
種
類
の
イ
ベ
ン
ト
を
Ⅰ
期
に
は
、
八
月
十
一
日
・
九

月
三
日
・
十
月
一
日
の
三
回
、
Ⅱ
期
に
は
、
十
一
月
五
日
と
十

二
月
三
日
の
全
五
回
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当館学芸員によるスライドトークと講話の様子
美術館二階の講堂におきまして、スクリーンを用
いて開催されました。

次
期
展
覧
会
予
定

「
曝
涼
展 

冬
」
二
〇
二
三
年
一
月
八
日
（
日
）
～
二
月
十
九
日
（
日
）

［
主
催
］　

相
国
寺
承
天
閣
美
術
館

［
協
賛
］　

一
般
財
団
法
人 

萬
年
会

　
　
　
　

鹿
苑
寺

　
　
　
　

慈
照
寺

［
拝
観
料
］　

一
般
八
〇
〇
円

　
　
　
　
　

六
十
五
歳
以
上
六
〇
〇
円

「
禅
寺
に
伝
わ
る
も
の
が
た
り
」

Ⅰ
期　

─
仏
教
説
話
と
漢
故
事

二
〇
二
三
年
三
月
十
一
日
（
土
）

�

～
五
月
七
日
（
日
）

Ⅱ
期　

─
女
性
と
仏
教

�

無
外
如
大
生
誕
八
百
年
記
念

二
〇
二
三
年
五
月
二
十
八
日
（
日
）

�

～
七
月
十
六
日
（
日
）
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涅
槃
図

　

仏
教
の
開
祖
で
あ
る
釈
迦
の
入
滅
を
描
い
た
作
品
を
、
一
般
に
涅
槃
図
と
称
し
ま
す
。
涅
槃
図
は
毎
年
二
月
、
釈
迦
の
入
滅

月
に
各
寺
院
で
修
さ
れ
る
涅
槃
会
の
本
尊
と
な
り
ま
す
。
相
国
寺
で
は
、
毎
年
二
月
十
五
日
に
法
堂
須
弥
壇
上
に
大
き
な
涅
槃

図
を
か
け
ま
す
。
現
在
の
涅
槃
会
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
十
二
月
二
日
か
ら
十
五
年
（
一
七

〇
二
）
二
月
に
か
け
て
、
相
国
寺
塔
頭
法
住
院
第
九
世
、
文
室
宗
言
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
大
作
で
す
。
表
具
裏
に
は
、
相
国

寺
僧
、
天
啓
集
仗
に
よ
る
書
込
み
が
残
っ
て
お
り
、
文
室
の
制
作
で
あ
る
こ
と
、
元
禄
十
五
年
の
相
国
寺
涅
槃
会
で
、
須
弥
座

に
掛
け
て
法
要
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
室
は
絵
画
を
能
く
し
、
他
に
観
音
三
十
三
変
相
図
三
十
幅
（
相

国
寺
蔵
）
や
、
十
六
羅
漢
図
十
六
幅
（
園
松
寺
蔵
）、
そ
し
て
複
数
の
禅
僧
の
頂
相
（
瑞
春
院
他
蔵
）
な
ど
を
手
が
け
ま
し
た
。

近
世
相
国
寺
派
の
仏
画
制
作
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
人
物
で
す
。

　

文
室
の
涅
槃
図
は
表
具
を
含
め
る
と
縦
六
三
四
・
〇
×
横
五
一
〇
・
〇
㎝
ほ
ど
の
大
き
な
作
品
で
、
残
念
な
が
ら
相
国
寺
承

天
閣
美
術
館
の
展
示
室
で
は
展
示
で
き
な
い
法
量
で
す
。
し
か
し
、
美
術
館
に
は
他
に
も
涅
槃
会
の
本
尊
で
あ
っ
た
涅
槃
図
を

収
蔵
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
廃
絶
し
て
し
ま
っ
た
相
国
寺
塔
頭
、
恵
林
院
伝
来
の
一
幅
、
そ
し
て
山
外
塔
頭
、
鹿
苑
寺
伝
来
の

二
幅
で
す
。
恵
林
院
伝
来
の
涅
槃
図
は
表
具
を
含
め
縦
二
二
八
・
五
×
横
九
一
・
四
㎝
（
本
紙
縦
一
三
六
・
八
×
六
七
・
九
㎝
）

で
収
蔵
涅
槃
図
の
中
で
は
最
も
小
さ
く
、
江
戸
時
代
の
作
品
で
す
。

　

そ
し
て
鹿
苑
寺
所
蔵
の
二
幅
は
、
そ
れ
よ
り
も
大
き
く
、
文
室
作
品
よ
り
は
小
さ
い
法
量
で
す
。
一
点
は
鹿
苑
寺
第
四
世
文

雅
慶
彦
（
一
六
二
一
〜
一
六
九
八
）
が
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
寄
進
し
た
も
の
で
、
全
体
の
法
量
は
縦
二
九
三
・
五
×
横�

一
九
五
・
二
㎝
（
本
紙
縦
一
八
一
・
五
一
×
六
三
・
〇
㎝
）
で
す
。
涅
槃
図
を
納
め
る
箱
に
は
墨
書
で
「
唐
絵
涅
槃
像　

貞
享

元
甲
子
年
五
月
六
日　

住
持
比
丘
慶
彦
東
堂
求
得
焉
」
と
あ
り
、
表
具
裏
に
も
同
様
の
墨
書
と
、「
北
山
鹿
苑
寺
公
用
」
と
記

涅槃図　大津櫪堂寄進　鹿苑寺蔵 涅槃図　文雅慶彦寄進　鹿苑寺蔵

涅
槃
図　

元
恵
林
院
什　

相
国
寺
蔵

相
国
寺
法
堂　

涅
槃
会

さ
れ
て
い
ま
す
。
近
世
鹿
苑
寺
で
は
こ
ち
ら
の

涅
槃
図
が
涅
槃
会
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

鹿
苑
寺
所
蔵
の
も
う
一
点
は
明
兆
を
伝
承
筆

者
と
す
る
、
縦
三
一
六
・
〇
×
横
二
四
三
・
一

㎝
（
本
紙
縦
二
〇
一
・
四
×
一
九
五
・
二
㎝
）

の
作
品
で
す
。
こ
ち
ら
は
昭
和
三
十
八
年
（
一

九
六
三
）
九
月
九
日
に
相
国
寺
一
三
〇
世
、
大

津
櫪
堂
（
一
八
九
七
〜
一
九
七
六
）
よ
り
鹿
苑

寺
に
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
四
幅
に
共
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
は

満
月
の
夜
、
沙
羅
双
樹
下
に
体
の
右
を
下
に
横

た
わ
る
釈
迦
と
、
そ
の
周
囲
で
悲
し
み
の
表
情

を
み
せ
る
弟
子
や
動
物
た
ち
、
そ
し
て
雲
に
乗

っ
て
か
け
つ
け
る
母
、
摩
耶
夫
人
な
ど
で
す
。

承
天
閣
美
術
館
で
は
今
年
、
鹿
苑
寺
所
蔵
の
二

幅
を
公
開
い
た
し
ま
す
。「
曝
涼
展
」
で
大
津

櫪
堂
寄
進
の
一
幅
を
、
そ
し
て
「
禅
寺
に
伝
わ

る
も
の
が
た
り
」
で
文
雅
慶
彦
寄
進
の
一
幅
を

ご
披
露
い
た
し
ま
す
。
歴
代
の
相
国
寺
僧
が
寄

進
し
た
涅
槃
図
を
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

作
品
解
説
／
承
天
閣
美
術
館　

学
芸
員　

本
多
潤
子
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仏
説
元
平
等 

総
有
眞
如
性
（
寒
山
詩
）

仏
は
説
け
り

　「
元
よ
り
平
等
に
し
て
、

　
総
て
眞
如
の
性
有
り
」
と
。

開
山
堂
庭
園　

フ
ジ
バ
カ
マ
と
蝶　

撮
影
◎
教
学
部


